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【特集】近現代の対馬における朝鮮人と現地社会
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 証言　解放前後の対馬における朝鮮人の生活と運動
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    Residence and Movement of Koreans Related to Tsushima 
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　　　Colonial Liberation — An Interview with SHIN Jung-su
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【特集】安全運行力を高める労務・健康管理最
前線

◆巻頭言　新｢事業用自動車総合安全プラン｣への視座
…………………………………………………平井隆志
◆安全運行サポーター協議会が目指すもの …酒井一博
◆｢体調予報」の取り組み ……………………北島洋樹
◆安全運行を支えるドライバーの健康対策 …新藤幹雄
◆デジタコを活用した労務管理のこれから
……………………………………増田一英・佐保博樹
◆バス事業における輸送現場の現状と課題 …船戸裕司
◆貨物事業における輸送現場の現状と課題 …藤原秀行

◆労研アーカイブを読む・31　労働科学への旅（29） 
………………………………………………毛利一平

◆凡夫の安全衛生記・10 ……………………福成雄三
◆にっぽん仕事唄考・46
　炭鉱仕事が生んだ唄たち　その46）………前田和男
◆報告：日本人間工学会第58回大会…………松田文子
◆織という表現・７ ………………………阿久津光子
◆Talk to Talk……………………………………肝付邦憲
◆口絵：CSRがつなぐ地域社会と中小企業・43
　さいたま市CSRチャレンジ企業認証企業
……………………有限会社プラナエンジニアリング
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一年間に起きた社会・労働分野の変化と

課題がわかる貴重なデータブック

最新2017年版 第87集
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日本労働年鑑
本年鑑５つの特徴

❶その年に起きた社会・労働分野の変化や問題、
課題を正確に記録、解説。
「特集」と「5つの基本テーマ」で構成、収録。
❷特に重要なテーマについては、「特集」でさらに
深く詳しく解説。

❸政治・経済・経営・社会保障などの視点からも論述。
❹理解が深まる豊富な図表とグラフ。
❺社会全体の動きやポイントになる出来事を
　６つの分野に分けて「年表」で巻末に収録。

序　章　 政治・経済の動向と労働問題の焦点
≪特集１≫　子どもの貧困対策
　　　　　　――制度化の経緯と今後の課題
≪特集２≫　運輸産業の安全と労働問題
                   ――貸切バス事業を中心に

第１部　労働経済と労働者生活
第２部　経営労務と労使関係
第３部　労働組合の組織と運動
第４部　労働組合と政治・社会運動
第５部　労働・社会政策
≪付録≫　労働組合の現状 ／労働組合名簿／統計・事項索引／年表

本体15,000円+税
A5判・上製

――おもな内容――

『日本労働年鑑』は、日本の社会、政治、社会政策
の現在と過去の変容に関心のある人にとって貴重な
情報源となります。過去50年で、おそらく今日ほど労
働問題とそこから派生する経済、教育、社会福祉、社
会運動の諸分野の課題が多くの人々の関心を呼んで
いる時期はありません。私がこれらの問題について調
べるとき、バランスのとれた詳しい情報源として最初に
参照するのは『日本労働年鑑』です。

ハーバード大学歴史学部教授（日本近現代史、労働史）

アンドルー・ゴードン
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